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概要 
医療分野や多くの科学分野に応用が可能な紫外線

撮影を、デジタルカメラに応用した結果、迅速に適
正な紫外線画像が得られた。デジタルカメラは、従
来のポラロイドカメラと同様、瞬時に撮影結果を確
認できるため、紫外線の反射、吸収がその場で分か
り、有用な知見が得られる。その紫外線撮影法の基
礎的実験と、今回開発した撮影装置によって得られ
た画像を報告する。 

１．はじめに 
紫外線写真は、主に 360nm にピークを持つ紫外線

で撮影する撮影法である。紫外線撮影により得られ
る画像は、肉眼では観察し得ない波長のため、多く
の科学分野で有用な知見を得ることができる。しか
し、紫外線撮影は、特殊なフィルターやレンズを必
要とし、撮影方法も特殊な技術が必要であったため、
多くの科学者に応用されることが少なかった。今回
は、特殊な撮影技術を必要としない一般の撮影者が、
簡単に撮影できる撮影装置を開発することを目的と
して、実験を行った。今回使用した機材は、従来開
発したものを用いて基礎的実験を行った。また、多
くの資料を撮影した結果、興味のある紫外線画像を
得ることができたので報告する。 

 

２．方法 
使用したカメラは、ニコンデジタルカメラ D70 ボ

ディに紫外線撮影用レンズ・ニコン UV ニッコール
105mm レンズ、そしてケンコー製紫外線透過可視光
吸収フィルターU360（図 1）を用いた。また、常に
平均的で安定した撮影が行える様に、サンパック社
製紫外線撮影用フラッシュ（図 2）を使用した。図 3
は、ケンコー製紫外線透過可視光吸収フィルター
U-360 と、サンパック社製紫外線撮影用フラッシュに
用いたフィルターの分光吸収曲線を示す。図の U-360
の曲線は、最高透過率が 360nm にピークを持ち、僅
かに 750nm にも透過を示していることが分かる。図
4 は、デジタルカメラに、紫外線撮影用レンズとフィ
ルター、そして、紫外線撮影用フラッシュを使用し
た、紫外線撮影装置の全景である。この撮影装置を
用いて、各種異なった資料を配置した特殊撮影用シ
ートを撮影して、基礎的実験を行った。また、他の
分野の応用を試みとして、花や人の皮膚を対象に撮
影を行い、通常の可視光画像と比較検討した。また、
画像処理を試み、モノクロ画像で示される紫外線デ
ジタル画像に、色彩を配色し、紫外線の反射・吸収
を分かり易く、画像表示した。 
 

 

図１、紫外線撮影用レンズ・ニコンＵＶニッ
コール 105mm レンズと、ケンコー社製   
紫外線透過可視光吸収フィルターU360 

図 2、サンパック社製紫外線撮影用フラッシュ

 

３．結果 
紫外線撮影は、可視光撮影とはまったく異なった

画像を示す事が特徴である。各種異なった資料を配
置した特殊撮影用シートを用いて、デジタル画像に
おいても同様な画像を示すか、基礎的実験を行った。
図 5 は、資料を通常に撮影したカラー画像である。
図 6 は、紫外線撮影と比較しやすくするために撮影
したモノクロ画像である。図 7 は、今回開発した紫
外線撮影装置により撮影した紫外線画像である。こ
の紫外線画像は、紫外線写真の特徴を示して、紫外
線特有の材質による変化を示している。図 8 は、フ
ィルターをつけずに撮影した紫外線撮影像である。
画像は、蛍光の影響を受けて、フィルターを使用し
た画像とはたいへん異なった画像を示している。 
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図 5、資料を通常に撮影したカラー画像 

 
 

図 3、ケンコー製紫外線透過可視光吸収フィルターU-360 と、サンパック社製紫外線
撮影用フラッシュに用いたフィルターの分光吸収曲線 

図 6、資料を通常に撮影したモノクロ画像 
 

図 4、デジタルカメラに、紫外線撮影用レンズ
とフィルター、そして、紫外線撮影用フラッシ
ュを使用した、紫外線撮影装置の全景 図 7、紫外線撮影装置により撮影した紫外線画像 

 

図 8、フィルターをつけずに撮影した紫外線撮影像 



図 9は、手背の普通撮影である。図 10は、手背の
紫外線撮影である。今回の撮影により得られた画像
は紫外線の特徴を示し、黒く示して適正な紫外線画
像を示した。図 11 は、アブラナの花の普通撮影であ
り、図 12 は、比較しやすいようにモノクロで撮影し
た画像である。図 13 は、アブラナの花の紫外線画像
である。紫外線画像では、花びらの中心部と周辺部
の色がまったく異なった紫外線の反射吸収を示して
いる。図 14 は、画像解析によって濃淡の差を色彩表
示したものである。紫外線撮影では、このような興
味ある画像を得ることができる。 

 

４．考察 図 9、手背の普通撮影 

紫外線写真は、単一波長の撮影のため、色彩は撮
影されずモノクロ画像で示される。一般に紫外線撮
影による撮影は、物質の差によって表現されるため、
肉眼で色彩を判断しても、その顔料の成分が同じ物
質であった場合、紫外線では、図 7 の各種資料を撮
影した紫外線画像で示されているように、同様な濃
度で示される。図 8 は、紫外線透過可視光吸収フィ
ルターをつけずに撮影した紫外線撮影像であるが、
紫外線透過可視光吸収フィルターをつけずに撮影し
た場合、物質自体の固有蛍光の影響で、紫外線画像
とは異なる画像を示すことが分かった。そのため、
三脚を使用せずに手持ちで紫外線撮影を行う場合は、
カメラの内部を改造し、CCD の前に紫外線透過可視
光吸収フィルターを装着する等の、若干の調整が必
要であると考える。 図 10、手背の紫外線撮影 

皮膚の撮影は、皮膚のメラニン色素によって、正
常な皮膚は全て黒色で示される。今回の撮影により
得られた画像は紫外線の特徴を示し、手背を黒く示
して適正な紫外線画像を示した。以前報告した皮膚
科学における臨床への応用では、皮膚の肥厚した病
変や、メラニンの減少した病変には、有用な情報が
得られた。紫外線は、細胞の核に悪影響を及ぼし、
ある波長の紫外線には、発癌性も報告されている。
今後は、多くの病変に応用を試み、異常な画像を示
した病変について、さらに研究することが重要と考
える。 
アブラナの花の紫外線画像は、たいへん特異な画

像を示し、紫外線写真の特徴を的確に示している。
アブラナの花は、以前から紫外線写真を用いて研究
がされ、多くの報告がなされている。紫外線撮影が、
今回の報告により一般に撮影されることで、多くの
植物に応用されるものと考える。 

図 11、アブラナの花の普通撮影

今後、この装置を用いて多くの科学分野に応用す
ることにより、肉眼では観察し得ない紫外線波長の
反射･吸収をより明確化し、正確な観察を可能にする
ものと考える。それにより、多くの新知見が得られ、
広く発展するものと考える。 

 

５．まとめ 
今回、紫外線撮影をデジタルカメラに応用した結

果、適正な紫外線画像を迅速に得ることができた。
デジタルカメラは、瞬時に撮影結果を確認できるた
め、このカメラに応用したことにより、紫外線の反
射、吸収が瞬時に観察できる。そのため、迅速な対

図 12、アブラナの花のモノクロ画像 



応が要求される医療記録撮影等には、特に有効な撮
影法であり、今後の利用が期待される。 
 紫外線は、肉眼で観察できないため、実際に撮影
してみないと結果が分からず、従来の常識では考え
られない変化を観察することが多い。今後は、紫外
線写真を、肉眼では観察しにくい病変や、他の科学
分野に広く利用すれば、多くの新知見が得られるも
のと確信する。 
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図 14、画像解析した紫外線画像  
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